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取　　　組　　事　　例
～　北海道内の健康経営優良法人2023（ホワイト500・ブライト500含む）11社のインタビュー結果を集計（令和5年4月～5月）　～

●健康経営に取り組んだきっかけ

・“社員が健康で元気に長く働いてもらうことは会社の務め”という社長の一声で健康経営の取り組みを開始した（多数）

・社内で大病を患った社員が続き、社員の健康管理も重要とのことで社長からのトップダウンで取り組みが始まった（建設業）

・離職率の高さ、SDGsの取り組みの一環として（設計施工業）

・人材採用でのアピール、商売上の公共事業等における入札加点、など（設計施工業・建設業・運送業）

・企業体質の改善、社員の質的向上、企業イメージの向上など（運送業ほか多数）

・明治安田生命を始めとした生保会社や損保会社等からの推奨（多数）

●貴社の健康経営の特色

・認定だけが目的になると長続きしないので、“社員が第一の考え方で本来の健康経営を実践する”という方針を事前に固めたこと
（自動車関連）

・労働安全衛生面で従前から取り組んできたことによるノウハウ蓄積や社員の健康意識の高さ（製造業・運送業）

・健診完全実施、特定保健指導の積極的な受診受け入れ、産業医等による健康相談体制、など（製造業・設備工事業）

・代表者自らが各種セミナーでの講師やSNSを活用した外部への啓発発信を継続的に強化している（建設業）

・インフルエンザワクチン接種負担、付加健診・再検査費用会社負担、人間ドック一定額補助、禁煙外来自己負担補助、など（多数）

・社内サークル活動補助、フィットネスクラブ法人契約、タニタ社から総菜自販機を試験的導入、コロナワクチン接種休暇、など（多数）

・女性ドライバーが増加したことによる環境整備と規程・ルール作り、女性付加健診の補助、積極的な障害者雇用（運送業）



●健康経営優良法人2023認定事業所の取組事例③

1

取　　　組　　事　　例
～　北海道内の健康経営優良法人2023（ホワイト500・ブライト500含む）11社のインタビュー結果を集計（令和5年4月～5月）　～

●健康経営に取り組んだ効果

・認定取得による社外からの反響が多く、商売上で良い影響が出ている（製造業・運送業）

・認定企業と知って入社する中途社員が増加した、人材採用面で採用しやすくなった（運送業・電気工事業・設計施工業・自動車関連）

・社内のコミュニケーション・モチベーションが確実に向上し、新陳代謝も進み社員の質も向上した（運送業）

・健診受診率、特定保健指導実施率、再検査受診率などが格段に上昇した（設備工事業・システム関連）

・株主総会で認定取得を報告したところ株主から賛意を多数示されステークホルダーからの理解が得られた（設計施工業）

・喫煙者が大幅に減少するなど、社内の健康意識が向上している（製造業・設計施工業）

・長時間超過勤務者が激減した（製造業・運送業）

●今後の課題

・ブライト500、ホワイト500の認定取得（製造業・設計施工業・運送業・建設業・自動車関連）

・社内への周知・認知度不足、健康経営に対する社内の一体感が不足、経営陣と社員間で温度差（建設業・電気工事業・運送業）

・社外へのアピール発信強化、ステークホルダーに対する健康経営の普及（運送業・電気工事業・建設業）

・健診受診率、特定保健指導実施率、再検査受診率などの実績の向上（建設業・運送業・設計施工業・自動車関連）

・健康経営の取り組みによる実効果創出、社員個々の体の健康・心の健康実現、社員の健康意識のさらなる向上（運送業・運送業）

・長期間労働（残業）、喫煙対策等の取組強化、ストレスチェック実施などの未着手認定項目の実施（運送業・建設業・自動車関連）
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協会けんぽ北海道支部の健康事業所宣言　宣言事業所内訳（2023年8月10日）



１．健康経営に取り組む背景

２.　健康経営とは・・・

３．健康経営の推進（攻めの健康経営・守りの健康経営）

４．健康経営優良法人2023認定事業所の取組事例

５．協会けんぽの健康事業所宣言

６．最後に・・・
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●協会けんぽ北海道支部の“健康事業所宣言”①

“健康事業所宣言”　から始める　 “健康経営®”

　次のステップは国の顕彰制度　健康経営優良法人認定制度の認定取得！！
（ 健康経営優良法人認定には  各医療保険者が実施する健康事業所宣言等への参加が必須 になっています）
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そろそろ 「健康経営®」　 を始めたい事業所の最初のステップ　 『健康事業所宣言』
～　宣言事業所の健康経営を協会けんぽ北海道支部がバックアップ　～
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“健康事業所宣言” エントリー

●選択項目の目標設定（職場の健康プランの実施）

１．健康診断の実施
法令に従い、事業主を含む全従業員に対して「定期健康診断」を実施します。

　※健診受診率は実質100％

２．特定保健指導の実施
健康診断の結果、メタボリックシンドロームのリスクがある方に対しては、協会けんぽが行う
「特定保健指導」を利用し、従業員の生活習慣改善の支援に取り組みます。

　※被保険者の特定保健指導を実施し40％以上（50％以上）の実施率を目標とする

３．再検査・要治療者への受診勧奨
健診結果において再検査などの必要がある従業員に対し医療機関への受診勧奨をします。

１．4つの健康づくりカテゴリから選択

●共通項目の目標設定　

２．取り組む項目を決定

①食生活・栄養プラン、②運動の推進プラン、③喫煙対策プラン、④メンタルヘルス
対策プランの中から1つ以上選択してください。

●協会けんぽ北海道支部の“健康事業所宣言”②

パンフレットの８Pに具体的な取り組み（例）を参考に掲載しています。事業所が抱え
る健康課題から、継続的に実践が可能で現実的な項目を設定します。
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●協会けんぽ北海道支部の“健康事業所宣言”③
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●健康事業所宣言事業所へのインセンティブ

米谷　好晴



１．健康経営に取り組む背景

２.　健康経営とは・・・

３．健康経営の推進（攻めの健康経営・守りの健康経営）

４．健康経営優良法人2023認定事業所の取組事例

５．協会けんぽの健康事業所宣言

６．健康経営における地域と職域の連携
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　■ 健康経営における地域と職域の連携

企業企業

企業

職域保険者
協会けんぽ
健康保険組合

地域保健
商工会議所
　商工会

健康経営に取組む
企業

・健診
・特定保健指導
・健康づくりサポート
・健康経営の普及促進

・自治体制作の健康アプリ等
・健康づくりサポート

・健康経営の普及促進
・企業の横のつながり

例）

・健康経営の情報発信
・ノウハウの提供
・健康経営の普及促進地域経済

新たな労働力
28



ご清聴ありがとうございました。

　　【お問合せ先】

　　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部 企画グループ
 　　住所：札幌市北区北10条西3丁目2３番地１　THE PEAK SAPPORO 3F 　　
　　　電話：011-726-0364（直通）　FAX：011—726—0380

※ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せください
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